
受
入
企
業
と
外
国
人
材
双
方
を
多
角
的
に
支
援

建設技能人材機構理事長

三野輪　賢二氏

外国人材の現状

建設技能人材機構（ＪＡＣ）の概要

建設業界で増え続ける外国人材

教育訓練施策

スキルアップ技能研修をサポート

特別教育・技能講習等でサポート

入
社
後
の
特
定
技
能
外
国
人
を
支
援

特定技能外国人を雇用予定の受入企業向け

外国人材が中長期的に活躍できるキャリアパスを構築

円滑な受け入れなどを目的に設立

特定技能外国人を雇用している企業向け

基礎教育・採用活動を支援

一時帰国支援
一時帰国時に１人につき５万円の支援金

ＣＣＵＳ手数料支援
管理者ＩＤ利用料と能力評価手数料を負担

無料で学べる「やさしい日本語講座」
特定技能外国人向け施策

初
級

上
級
の
４
コ

ス
を
用
意

I NTERVI E W

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月７日　（水曜日）

　
特
定
技
能
外
国
人
の
適
正
か
つ
円
滑
な
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う

各
種
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
る
建
設
技
能
人
材
機
構︵
Ｊ
Ａ
Ｃ
三
野
輪
賢
二
理
事
長
︶今
年
設
立
５
年
目
を
迎
え


各
専
門
工
事
業
団
体
が
実
施
す
る
ス
キ
ル
ア

プ
研
修
や
特
別
講
習
・
技
能
講
習
の
支
援
の
拡
充

や

新
た
に
一
時
帰
国
支
援

建
設
キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
︵
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
︶
手
数
料
支
援
な

ど
も
開
始
し
た

外
国
人
材
の
現
況
や
新
事
業
な
ど
に
つ
い
て
三
野
輪
賢
二
理
事
長
が
語

た


日
本
人
と
同
様
な
処
遇
で

　


建
設
業
界
の
担
い
手
不
足
を
ど
う

見
て
い
る
か


　
﹁
専
門
工
事
業
界
は
ど
の
職
種
も
若
手
人
材
が

激
減
し
て
い
る

数
年
前
か
ら
減
少
傾
向
は
分
か


て
い
た
が


歳
代
以
上
の
方
々
が
頑
張

て

働
い
て
く
れ
て
い
た
た
め

問
題
を
後
回
し
に
し

て
し
ま

た

２
０
２
０
東
京
五
輪
前
の
旺
盛
な

建
設
需
要
が
あ
る
時
に

若
手
人
材
の
確
保
を
も


と
声
高
に
訴
え
る
べ
き
だ

た

昨
年

建
設

産
業
専
門
団
体
連
合
会
の
加
盟
団
体
の
う
ち

８

職
種

団
体
が
職
種
別
の
最
低
賃
金
の
目
安
を
公

表
し
た

そ
の
際

日
本
建
設
業
連
合
会
と
意
見

交
換
し

こ
の
ま
ま
だ
と
技
能
継
承
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
を
強
く
訴
え
た

人
材
不
足
や
技
能
継

承
の
問
題
は
専
門
工
事
業
だ
け
で
な
く

業
界
全

体
で
考
え
る
べ
き
こ
と

他
業
種
に
比
べ

建
設

業
界
が
担
い
手
確
保
策
に
後
れ
を
取

て
い
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
﹂

　


外
国
人
材
の
活
用
を
ど
う
見
て
い

る
か


　
﹁
専
門
工
事
業
者
が
現
状
の
工
事
量
に
き
ち
ん

と
対
応
し
て
い
く
に
は

外
国
人
材
の
活
用
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

建
設
業
界
は
数
十
年
前

か
ら
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
き
た

私
の
経

営
す
る
会
社
︵
型
枠
工
事
会
社
︶
も

二
十
数
年

前
か
ら
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

現
在
も
協
力

会
社
を
含
め
る
と
十
数
人
の
技
能
実
習
生
と
４
人

の
特
定
技
能
１
号
の
外
国
人
材
が
い
る

経
営
者

か
ら
す
る
と

日
本
人
を
育
て
な
が
ら
外
国
人
材

も
上
手
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い


外
国
人
材
の
中
に
は
１
級
技
能
士
試
験
を
日
本
人

と
一
緒
に
受
験
し

取
得
す
る
者
も
い
る

優
秀

な
外
国
人
材
は
会
社
と
し
て
貴
重
な
戦
力
に
な
り

得
る

外
国
人
材
を
安
い
労
働
力
と
見
る
の
で
は

な
く

日
本
人
と
同
様
な
処
遇
を
与
え

育
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
﹂

２
号
評
価
試
験
は

月
開
始

　


Ｊ
Ａ
Ｃ
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
し

て
い
る
の
か


　
﹁
特
定
技
能
外
国
人
制
度
が
ス
タ

ト
し
た
２

０
１
９
年
４
月
１
日
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
も
設
立
さ
れ
た


Ｊ
Ａ
Ｃ
の
事
業
は
教
育
訓
練
・
技
能
試
験

適
正

就
労
監
理

無
料
職
業
紹
介
事
業

制
度
周
知
・

グ

ド
プ
ラ
ク
テ

ス
の
四
つ
が
大
き
な
柱
と
な

る

例
え
ば

特
定
技
能
１
号
評
価
試
験
は
国
内

外
で
実
施
中
だ

海
外
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
ベ
ト
ナ

ム
と
フ

リ
ピ
ン
で
開
催
し
た
だ
け
だ

た
が


本
年
度
は
よ
う
や
く
再
開
し

フ

リ
ピ
ン

イ

ン
ド
ネ
シ
ア
で
実
施
す
る

国
内
で
も
全
国
各
地

で

回
程
度
開
催
す
る
予
定
だ

特
定
技
能
２
号

評
価
試
験
は
本
年

月
か
ら
の
試
験
開
始
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
て
い
る

無
料
職
業
紹
介
事
業

で
は
特
定
技
能
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
希
望
す
る

建
設
企
業
か
ら
求
人
情
報
な
ど
を
集
約
し

外
国

人
材
と
マ

チ
ン
グ
を
行
い

両
者
が
納
得
で
き

る
形
で
の
就
労
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る

制

度
周
知
・
グ

ド
プ
ラ
ク
テ

ス
で
は

受
け
入

れ
を
希
望
す
る
建
設
企
業
へ
の
説
明
会
の
開
催
な

ど
を
通
じ
て

外
国
人
材
の
適
正
な
処
遇
確
保
な

ど
の
各
種
制
度
の
周
知
を
図

て
い
る
﹂

　


本
年
度
か
ら
新
た
な
支
援
事
業
も

開
始
し
た


　
﹁
本
年
度
か
ら
は

外
国
人
が
中
長
期
的
に
活

躍
で
き
る
キ

リ
ア
パ
ス
の
構
築
が
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と

﹃
外
国
人
の
ス
キ
ル
ア

プ

に
資
す
る
講
習
・
研
修
支
援
﹄
と

﹃
外
国
人
に

と

て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
支
援
﹄
の
二
つ

の
視
点
か
ら

受
入
企
業
と
特
定
技
能
外
国
人
双

方
に
役
立
つ
各
種
の
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い

る

外
国
人
材
が
現
場
に
入
る
際

各
種
資
格
を

取
得
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
に
な
る

各
専

門
工
事
業
団
体
が
特
定
技
能
外
国
人
を
対
象
に
技

能
検
定
取
得
に
向
け
た
ス
キ
ル
ア

プ
研
修
を
行

う
際
の
費
用
を
支
援
す
る

就
労
中
の
特
定
技
能

外
国
人
や
技
能
実
習
生
に
資
格
取
得
に
向
け
た
特

別
教
育
・
技
能
講
習
な
ど
を
受
講
さ
せ
る
費
用
の

一
部
も
負
担
す
る

特
定
技
能
外
国
人
の
一
時
帰

国
に
か
か
る
費
用
の
一
部
負
担
や

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

管
理
者
Ｉ
Ｄ
利
用
料
・
能
力
評
価
手
数
料
も
全
額

負
担
す
る

前
年
度
か
ら
始
め
た
無
料
で
受
講
で

き
る
﹃
や
さ
し
い
日
本
語
講
座
﹄
は
初
級
か
ら
上

級
ま
で
四
つ
の
コ

ス
に
拡
充
し
た
﹂

Ｊ
Ａ
Ｃ
な
ら
で
は
の
支
援

　


今
後
の
活
動
方
針
は


　
﹁
繰
り
返
し
に
な
る
が

外
国
人
材
が
建
設
業

界
で
中
長
期
的
に
活
躍
で
き
る
キ

リ
ア
パ
ス
の

構
築
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る

ま
ず
は
正
会
員
で
あ
る
建
設
業
者
団
体

に
よ
る

創
意
工
夫
を
活
か
し
た
ス
キ
ル
ア

プ

講
習
・
研
修
を
支
援
し
た
い

特
に
本
年
度
は
海

外
試
験
を
再
開
す
る
計
画
で

こ
れ
と
併
せ
現
地

で
の
職
種
説
明
事
業
・
面
談
な
ど
の
採
用
活
動


基
本
的
な
技
能
に
関
す
る
研
修
・
講
習
な
ど
が
各

地
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る

無
料
日
本
語

講
座
や
安
全
教
育
も
充
実
さ
せ
る

特
に
現
場
で

の
安
全
を
確
保
す
る
に
は

作
業
内
容
の
理
解
を

ま
ず
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
こ
の
た
め


日
本
語
の
習
得
と
同
時
に
現
地
語
に
よ
る
足
場
・

ハ

ネ
ス
関
連
の
無
料
講
座
も
検
討
し
て
い
る


言
葉
が
障
害
と
な
り
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う


Ｊ
Ａ
Ｃ
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
活
動
し

た
い
﹂

　
﹁
生
活
習
慣
や
文
化
の
違
う
外
国
人
が
日
本
で

快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う

日
本
人
従
業
員
向
け

に
外
国
文
化
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
無
料
講
座

の
開
催
も
考
え
て
い
る

と
に
か
く
Ｊ
Ａ
Ｃ
な
ら

で
は
の

き
め
細
か
い
講
座
を
提
供
し
て
い
き
た

い

各
国
間
で
の
外
国
人
材
の
獲
得
競
争
は
今
後

一
層
激
し
く
な
る
だ
ろ
う

Ｊ
Ａ
Ｃ
で
は
多
く
の

外
国
人
材
が
日
本
を
選
ん
で
く
れ
る
よ
う
各
種
の

支
援
事
業
を
通
じ
貢
献
し
て
い
き
た
い
﹂


　建設技能人材機構（ＪＡＣ）は、建設分野の技能実習生などで失踪・不法就労が多発
したことや、低賃金、保険未加入、劣悪な労働環境など、ルールを守らない受入企業が
多かったことなどを踏まえ、特定技能外国人制度がスタートした年４月１日に元請
建設業者団体や専門工事業団体の協力のもと発足した。国土交通省から特定技能外国人
受入事業実施法人として登録されている。現在、正会員数は団体、賛助会員（企業）
は１団体・社（５月２日現在）。

　建設現場で活躍する外国人材は、ここ十数年増え続けている。国土交通省の資料によ
ると、建設分野に携わる外国人材は年に１万人だったが、年（月末時点）
には万人に増加し、約年間で倍近くまで膨らんでいる。
　外国人材の在留資格は現在、技能実習生と特定技能の二つの制度がある。このうち、
特定技能外国人制度は年４月にスタート。人口の減少局面に入り、外国人材の受け入
れを拡大し、国内産業の持続的な発展を目指すのが狙いだ。在留資格は「特定技能１号」
と「同２号」の２種類。特定技能１号の在留期間は上限５年。「建設分野特定技能１号
評価試験又は技能検定３級」および「日本語能力検定（Ｎ４以上）」に合格するか、２
号技能実習を良好に修了した者に与えられる。特定技能２号は職長としての実務経験に
加え、建設分野特定技能２号評価試験あるいは技能検定１級の合格者となる。在留期間
は無期限（更新制）で家族も帯同できる。
　前述した建設業で働く外国人材は大半が技能実習生で、特定技能は昨年月末時点で
１万人。年４月にはコンクリート圧送業種で２号特定技能外国人が建設分野では
初認定を受け、昨年月末時点で８人が認定済み。特定技能の外国人は今後、急増する
ことが予想されている。

　就労中の特定技能外国人のスキルアップを目的に、各職種の正会員団体が技能
検定２級相当の技能研修・講習を実施する際、その企画や費用を全面的にサポー
トする。

　就労中の特定技能外国人や、将来特定技能外国人として雇用する予定のある技
能実習生に対して、特別教育・技能講習等を受講させ資格を取得させた場合に、
かかった費用の一部を負担する。
　なお、この支援事業は厚生労働省の建設労働者技能実習コースを受講し、中小
企業建設事業主として経費助成を受けた場合を対象とし、当該助成経費部分を除
き負担する。

　
﹁
受
入
れ
後
講
習
﹂
は

建
設
分
野
で
の
就
労
を
ス
タ

ト
す
る
特
定
技
能
外
国
人
の

た
め
に

国
際
建
設
技
能
振
興
機
構
︵
Ｆ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
︶
主
催
で
行

て
い
る
講
習
の
こ
と


建
設
分
野
の
特
定
技
能
外
国
人
が

自
分
た
ち
に
関
わ
る
受
け
入
れ
や
保
護
の
仕
組
み
を

理
解
し

安
心
か
つ
目
標
を
も

て
仕
事
に
打
ち
込
め
る
よ
う
に
す
る
の
が
目
的

受
入

企
業
は
特
定
技
能
外
国
人
の
受
け
入
れ
後

原
則
６
カ
月
以
内
に
こ
の
講
習
を
受
講
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２
０
２
３
年
３
月
以
降

こ
の
講
習
の
受
講
料
︵
１
万
５
４
０
０

円
／
人
︶
を
全
額
負
担
し
て
い
る


　特定技能として就労を希望する外国人に対し、各
職種の正会員団体が基本的な技能に関する研修・講
習を行う際や、職種説明、募集・面談を行う際に、そ
の企画や費用を原則として全面的にサポートする。
外国人に基本的な技能を身につけてもらうととも
に、外国人が各工種の業務内容を事前に理解するこ
とで、受入企業と外国人のミスマッチを防ぐ。

現地で各職種団体が説明会を開催

　建設特定技能受入計画の認定要件の一つに、受入企業
と１号特定技能外国人の建設キャリアアップシステム
（ＣＣＵＳ）への登録がある。ＪＡＣでは特定技能外国

人を雇用する事業者に対し、ＣＣＵＳの管理者ＩＤ利用
料（１万円／年）と、雇用している１号特定技能外
国人の能力評価手数料（円／人）を全額負担する。

　受入企業は特定技能外国人から一時帰国の申し出があ
った際、やむを得ない事情がある場合を除き、有給休暇
を使って一時帰国してもらえるよう、配慮しなければな
らない。その際、外国人の母国への一時帰国にかかる費

用を一定額支援する。支援金は１人につき一回限り５万
円。対象となるのは１号特定技能外国人として２年以上
にわたり同一受入企業で継続勤務し、年４月１日以
降に一時帰国後、同一受入企業で就労を継続する人。

　年からスタートした「やさしい日本
語講座」は、特定技能外国人が日常生活や
現場でスムーズなコミュニケーションが取
れるようになるための講座。コースは初級
・準中級・中級・上級の四つがあり、日常
生活で使える基礎的なカリキュラムから現

場での作業指示や引継ぎ事項などの伝達方
法が学べる実践的なカリキュラムまで、レ
ベルに合わせて選択できる。受講は特定技
能１号で建設分野の企業で就業中の外国人
が対象となる。募集人員は各コース人で、
詳細はＱＲコードから。

講
座
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ


ど
こ
で
も
受
講
で
き
る



無料で学べる「やさしい日本語講座」一時帰国支援

採用、スキルアップ支援

２年以上継続勤務で一定額支給 Ｎ
２

Ｎ
４
ま
で
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
指
導

外国人材から選ばれる業界に
中
長
期
的
な
キ

リ
ア
パ
ス
の
構
築
が
重
要
な
視
点

建設技能人材機構　山本　博之専務理事 建設産業専門団体連合会　岩田　正吾会長

自治体との連携強化へ　山本氏

請負単価の安定化が必要　岩田氏

対　談

参加者の声

手厚いサポートに感謝
ダン・ヴァン・トゥオンさん（水谷建設）

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　９月２６日　（火曜日）

　９月４日から申請受け付けがスタート。働きやすい職
場づくり支援の一環として、特定技能外国人が母国へ一
時帰国した時にかかった費用を一定額支援する。
　対象は２年以上にわたって同一受入企業で継続勤務し
た１号特定技能外国人。年４月１日以降の一時帰国
後も同一受入企業で就労を継続していることが条件とな
る。１人１回限りで５万円を本人または受入企業の口座
に振り込む。

　申請には▷在留カード▷パスポート（顔写真のページ）
▷往復航空券の半券等▷振込口座の情報（日本の金融機
関に限る）―が必要。申請フォームにこれらを入力・添
付してオンラインで申し込む。
　一時帰国支援制度専用窓口への問い合わせはフリーダ
イヤル（・・）まで。業務は日本アイラック㈱
に委託している。

　オンラインによる「やさしい日本語講座」は、初級、準中級、中級、上
級の四つのコースを用意。日常会話に必要な基礎的な日本語から、職場で
使用する丁寧な日本語にまで幅広く対応できるようにしている。外国人は、
リスニング練習や実践的な会話練習を行いながら、楽しく日本語を学ぶこ
とができる。
　日本語教育の経験豊富な講師陣が、少人数制のクラスで参加者のレベル
に合わせた指導を行っている。

　日本語講座では、図も使用してわかりやすく教
えて頂きました。学んだことは、すぐに職場で活
用できました。
　日本語の初級レベルでは〝ですます調〟の丁寧
形がよく使用されていますが、現場等では〝であ
る調〟を使うのがほとんどです。学んだはずの言
葉も〝ですます調〟と〝である調〟の違いだけで
分かりにくくなります。同音異義語も多く、場面
によって同じ発音なのにまったく意味の違う言葉
もあります。
　アルファベットを使用するベトナム語と違い、
「ひらがな・カタカナ・漢字」を使う日本語は、
とても難しいです。
　日本語講座を受講することで日本人と会話の練
習が出来ました。今まで勉強したことをもう一度
復習できました。これをきっかけに勉強の目標を
ちゃんと立て毎日、日本語を練習するようにして

います。
　日本で生活する上で日本語が分かれば、仕事は
もちろん、日常生活にも困りませんし、日本のこ
とをもっと深く知ることができ、面白いことがた
くさん出てくるでしょう。日本の手厚いサポート
のおかげで、日本語講座がたくさん開催されてい
ます。日本語をもっと話したい方、日本のことを
もっと知りたい方、ぜひこの講座に参加してくだ
さい。
　今後も日本・ベトナム間の友好・協力関係の発
展が期待できます。ベトナムに進出する日本企業
も増えていますので、将来ベトナムに帰っても日
本語を使う機会がたくさんあると思います。
　日本語の先生をはじめ、会社、登録支援機関、
外国人をサポートする方々に日本語や日本文化が
勉強できる環境を作って頂き、ありがとうござい
ました。

　
日
本
の
建
設
現
場
で
外
国
人

材
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
て
い
る

特
定
技
能
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
各
種
事

業
を
展
開
す
る
建
設
技
能
人
材

機
構
︵
Ｊ
Ａ
Ｃ

三
野
輪
賢
二

理
事
長
︶
の
山
本
博
之
専
務
理

事
と
建
設
産
業
専
門
団
体
連
合

会
︵
建
専
連
︶
の
岩
田
正
吾
会

長
が
対
談

他
国
と
の
獲
得
競

争
が
一
段
と
激
化
す
る
建
設
分

野
の
外
国
人
材
確
保
や

中
長

期
的
な
活
躍
を
視
野
に
入
れ
た

支
援
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
て
も
ら

た


月５日の「建設未来フォーラム」で山本専務理事が取り組みを紹介
　日刊建設工業新聞は月５日、建設技能人材機構
（ＪＡＣ）の山本博之専務理事を講師にお招きして、
オンライン形式セミナー「第回建設未来フォーラ
ム」を開催します。テーマは「優秀な外国人の受け
入れ増のためには、中長期的なキャリアパス構築が
ポイント」です。
　フォーラムで山本氏には、建設分野の外国人材受
け入れに関する現状や、研修・講習、採用活動など

ＪＡＣが進めている各種支援事業などについてお話
をしていただきます。
◆開催日時　年月５日　午後１時分～２時
分（約分）
◆参加（視聴）方法　Zoomを利用したオンライン
・セミナー（専用ＵＲＬはhttps://www.decn.co.jp/
mirai/）
◆定員　人（事前登録制、先着順。参加無料）

岩田会長㊨と山本専務理事

世
界
的
視
野
で
賃
金
上
昇
を

　


建
設
分
野
の
外
国
人
材
を
確
保

す
る
上
で
の
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い

る


　
岩
田
　
日
本
人
の
建
設
技
能
者
の
減

少
が
今
後
加
速
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

れ
ば

こ
れ
ま
で
以
上
に
外
国
人
材
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

同
様
の
状
況
に

あ
る
他
国
と
の
人
材
獲
得
競
争
は
一
段

と
激
化
す
る
だ
ろ
う

そ
れ
な
の
に
日

本
の
建
設
技
能
者
の
賃
金
が
世
界
的
に

見
て
も
低
い

将
来
の
担
い
手
を
確
保

す
る
上
で
ま
ず
は
日
本
人
技
能
者
に
支

払
う
賃
金
を
世
界
水
準
に
引
き
上
げ


外
国
人
材
に
も
十
分
に
賃
金
を
支
払
う

必
要
が
あ
る

賃
金
が
上
が
ら
な
け
れ

ば
建
設
業
が
選
ば
れ
る
産
業
と
な
ら

ず

外
国
人
材
も
他
国
に
取
ら
れ
て
い

く

何
よ
り
も
重
要
な
の
は

賃
金
の

原
資
と
な
る
請
負
単
価
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
だ


　
山
本
　
賃
金
に
関
す
る
今
後
の
取
り

組
み
を
期
待
す
る

他
国
と
の
人
材
獲

得
競
争
の
中
で
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
取
り
組
み

を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い

本
年
度
か

ら
海
外
で
行
う
試
験
が
再
開
す
る
の
に

併
せ

現
地
で
の
採
用
活
動
の
推
進
に

力
を
入
れ
て
い
る

正
会
員
の
業
界
団

体
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
工
業
高
校
や
ベ

ト
ナ
ム
の
短
期
大
学
と
の
ネ

ト
ワ


ク
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
採
用
活
動
を

行

て
い
る

こ
う
し
た
事
例
が
東
南

ア
ジ
ア
各
国
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
サ
ポ


ト
す
る

ま
た

海
外
試
験
合
格
者

へ
の
サ

ビ
ス
と
し
て

職
業
安
定
法

に
基
づ
く
特
定
募
集
情
報
等
提
供
事
業

も
始
め
る

海
外
試
験
で
合
格
し
た
外

国
人
材
に
関
す
る
求
人
・
求
職
情
報
を

提
供
す
る


安
全
衛
生
教
育
に
も
注
力

　


キ

リ
ア
パ
ス
を
生
か
し
た
安

定
的
な
収
入
の
確
保
や
母
国
で
の
収
益

機
会
の
拡
大
も
必
要
だ


　
山
本
　
特
定
技
能
外
国
人
が
建
設
業

界
に
お
い
て
中
長
期
的
に
活
躍
で
き
る

キ

リ
ア
パ
ス
の
構
築
サ
ポ

ト
に
取

り
組
ん
で
い
く

そ
う
い

た
取
り
組

み
が

中
長
期
間
に
わ
た
る
安
定
的
な

収
入
の
確
保

建
設
分
野
に
お
け
る
優

秀
な
外
国
人
の
受
け
入
れ
増
に
つ
な
が


て
い
く
も
の
と
考
え
る

こ
の
観
点

か
ら

今
後

Ｊ
Ａ
Ｃ
と
し
て
は

国

内
外
に
お
け
る
ス
キ
ル
ア

プ
に
資
す

る
講
習
・
研
修
の
充
実
化
に
取
り
組
ん

で
い
く
が

こ
れ
ら
を
通
じ
て

建
設

キ

リ
ア
ア

プ
シ
ス
テ
ム
︵
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
︶
の
レ
ベ
ル
ア

プ
に
よ
る
賃
金
ア


プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

そ
の
際

に
は

特
定
技
能
２
号
を
視
野
に
入
れ

た
支
援
も
重
視
し
て
い
き
た
い
ま
た


日
本
で
習
得
し
た
建
設
技
能
を
母
国
に

お
け
る
収
益
機
会
の
拡
大
に
つ
な
げ
て

い
く
と
い
う
観
点
も
重
視
す
べ
き
だ


外
国
人
技
能
実
習
機
構
の
調
査
に
よ
る

と

日
本
で
培

た
経
験
が
生
か
せ
る

仕
事
に
就
い
て
い
る
割
合
が
建
設
分
野

は
他
分
野
に
比
べ
て
低
い

今
後
は


母
国
で
求
め
ら
れ
る
建
設
ス
キ
ル
に
マ


チ
し
た
講
習
・
研
修
の
在
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い


　


講
習
・
研
修
の
充
実
化
に
つ
い

て

今
後

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か


　
山
本
　
採
用
活
動
と
併
せ
て
現
地
で

行
う
講
習
・
研
修
の
活
性
化
に
取
り
組

む
と
と
も
に

入
国
後
の
技
能
・
技
術

の
ス
キ
ル
ア

プ
研
修
に
も
力
を
入
れ

て
い
く


月
に
は

配
管
職
種
の
技

能
検
定
２
級
相
当
の
講
習
が
実
施
さ
れ

る

ま
た

海
外
試
験
合
格
者
が
今
後

増
加
す
る
の
に
伴
い

安
全
衛
生
教
育

の
重
要
性
が
一
段
と
高
ま
る
こ
と
も
想

定
し

母
国
語
に
よ
る
無
料
教
育
を
検

討
中
だ

多
言
語
に
翻
訳
し
た
テ
キ
ス

ト
で
母
国
語
に
よ
る
安
全
衛
生
教
育
に

つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
た
運
営

方
法
を
考
え
て
い
る


　


特
定
技
能
の
試
験
が
３
区
分

︵
土
木

建
築

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
設

備
︶
に
再
編
さ
れ
た

今
後
の
教
育
訓

練
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る


　
岩
田
　

区
分
か
ら
３
区
分
に
再
編

さ
れ

試
験
内
容
が
区
分
全
般
の
知
識

を
問
う
も
の
に
な

た

こ
れ
に
伴
い

職
種
ご
と
の
専
門
教
育
は
各
職
種
団
体

が
行
う
こ
と
に
な
る

専
門
教
育
に
対

す
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
サ
ポ

ト
に
期
待
す

る

試
験
区
分
の
再
編
で
多
能
工
の
育

成
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
出
て
く
る
だ

ろ
う

母
国
で
能
力
が
生
か
す
こ
と
が

で
き
れ
ば

本
来
趣
旨
に
も
合
致
す
る

だ
ろ
う


　
山
本
　
３
区
分
化
に
よ

て
生
じ
る

多
能
工
の
ニ

ズ
に
マ

チ
し
た
講
習

・
研
修
の
在
り
方
に
つ
い
て

業
界
と

連
携
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い


各
種
支
援
メ
ニ


に
期
待

　


生
活
面
を
含
め
た
特
定
技
能
外

国
人
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
支
援
メ
ニ



は


　
山
本
　
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の

観
点
か
ら

無
料
の
日
本
語
講
座
を
実

施
し
て
い
る

日
常
会
話
か
ら
現
場
で

使
用
す
る
日
本
語
ま
で
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
四
つ
の
コ

ス
を
用
意
し

こ
れ
ま

で
８
回
の
講
座
を
開
い
た
ベ
ト
ナ
ム


フ

リ
ピ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
９

カ
国
か
ら
延
べ
２
０
０
人
以
上
が
受
講

し
た

今
後
も
継
続
し
参
加
人
数
に
合

わ
せ
た
実
施
規
模
の
拡
大
も
検
討
す

る

日
本
人
従
業
員
向
け
に
無
料
の
外

国
人
共
生
講
座
も
始
め
た

母
国
の
文

化
・
風
習
に
加
え

魅
力
・
配
慮
事
項

な
ど
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
で


７
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

８
月
に
フ


リ
ピ
ン

９
月
に
ベ
ト
ナ
ム
向
け
の
講

座
を
開
い
た

先
ほ
ど
の
安
全
衛
生
教

育
も
含
め

Ｊ
Ａ
Ｃ
な
ら
で
は
の
講
座

と
評
価
さ
れ
る
よ
う

今
後

内
容
の

充
実
化
に
取
り
組
ん
で
い
く


　


期
待
の
高
い
一
時
帰
国
支
援
の

申
請
も
始
ま

た


　
山
本
　
特
定
技
能
１
号
と
し
て
２
年

以
上
の
継
続
勤
務
を
条
件
に
１
人
１
回

限
り
で
５
万
円
支
給
す
る

申
請
方
法

は

専
用
ウ

ブ
フ


ム
に
在
留
カ


ド

パ
ス
ポ

ト

航
空
券
の
写
し

を
ア

プ
ロ

ド
し
て
い
た
だ
く


　


Ｊ
Ａ
Ｃ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
メ

ニ


を
ど
う
評
価
す
る


　
岩
田
　
非
常
に
心
強
い

個
社
や
個

別
団
体
の
対
応
は
限
界
が
あ
る

こ
れ

か
ら
も
幅
広
い
支
援
を
期
待
し
た
い


　


要
望
し
た
い
こ
と
は


　
岩
田
　
特
定
技
能
の
１
号
か
ら
２
号

に
移
行
す
る
際
の
申
請
に
時
間
を
要
し

て
い
る

ス
ム

ズ
に
移
行
で
き
る
よ

う
手
続
き
の
簡
素
化
を
お
願
い
し
た

い

国
内
試
験
の
在
り
方
も
Ａ
Ｉ
の
発

達
な
ど
を
踏
ま
え
て
考
え
て
ほ
し
い


特
定
技
能
２
号
の
取
得
に
必
要
な
技
能

検
定
は

試
験
が
日
本
人
向
け
に
作
ら

れ
て
い
る

技
能
検
定
は
品
質
や
安
全

な
ど
内
容
の
理
解
が
重
要
な
の
で
あ


て

日
本
語
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な

て
い
る
現
状
に
疑
問
を
感

じ
る
優
秀
な
技
能
を
持

て
い
て
も


漢
字
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
合
格
で
き
な

い

人
材
獲
得
競
争
が
激
化
し
て
い
る

の
に
本
末
転
倒
な
結
果
と
な
ら
な
い
よ

う
検
討
を
お
願
い
す
る


　
山
本
　
重
要
な
指
摘
だ

申
請
や
検

定
は
国
の
業
務
だ
が

業
界
と
連
携
し

て

対
応
し
て
ま
い
り
た
い

Ｊ
Ａ
Ｃ

の
支
援
メ
ニ


に
つ
い
て
は

業
界

の
声
等
を
し

か
り
と
受
け
止
め

充

実
さ
せ
て
い
く

こ
れ
ら
に
加
え

外

国
人
材
の
地
域
定
着
の
観
点
か
ら
自
治

体
と
の
連
携
や
サ
ポ

ト
を
通
じ
て
相

乗
効
果
を
高
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

重
視
す
べ
き
だ
例
え
ば
福
井
県
で
は


建
設
分
野
の
外
国
人
材
に
特
化
し
た
相

談
窓
口
の
設
置
等
工
夫
を
凝
ら
し
た
支

援
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

今
後
Ｊ
Ａ

Ｃ
と
し
て
は

こ
の
よ
う
な
自
治
体
の

連
携
・
サ
ポ

ト
を
通
じ
た
他
の
自
治

体
へ
の
横
展
開
も
図

て
い
き
た
い


　
岩
田
　
自
治
体
と
の
連
携
で
は
ぜ

ひ

住
宅
確
保
へ
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い

外
国
人
材
が
今
後
増
え
て
い
け

ば
住
宅
の
確
保
が
問
題
と
な
る

空
き

家
の
活
用
な
ど
を
含
め
た
支
援
を
期
待

す
る


　
正
会
員
団
体
に
よ
る
海
外
に
お
け
る
採
用
活
動

講
習
・

研
修
の
支
援
を
行

て
い
る

ま
た

国
内
に
お
け
る
特
別

教
育
・
技
能
講
習
等
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る



